
令和２年度【上半期 保育園自己評価】      認可小規模 A型あんあん保育園福住ルーム 

【保育士の自己評価】◎…十分にできた 〇…できた △…課題あり ×…要改善 

項目 評価内容 ◎ 〇 △ × 保育士コメント（一部抜粋） 

日常業務に 

ついて 

連絡帳の記入 

朝夕の受け入れなど 
 ７ １  

・明るい挨拶を心掛け保護者が話しやすい

環境づくりを行い、信頼関係を築けるよ

う努めた。 

・物の渡し忘れがあったので気を付ける。 

園児に 

関する業務 

基本的生活習慣の確立 

子どもとのかかわり方 

情緒の安定を図る等 

 ６ ２  

・子ども一人ひとりと信頼関係を築き安心

できる存在になれるよう意識した。 

・怪我の防止と遊びを両立することが難し

かったので意識して取り組みたい。 

保育計画の 

制作と記録 

週案やクラス記録 

設定保育の展開 
 ４ ４  

・記録類は周囲にも助言をうけながら行う 

 ことができた。 

・活動がマンネリ化することもあったので 

 事前準備で工夫できるよう努めた。 

事故対応 
リスクマネジメント 

事故対応や連絡など 
 ７ １  

・保育士同士で危険な箇所を確認し、 

 未然に防げるように努めた。 

・起きてしまった時は保護者に状況、処置 

 をスムーズに伝えるよう行った。 

コミュニケ 

―ション 

職員との連携 

保護者との関わり 

社会的マナーなど 

 ６ ２  

・職員の思いにも耳を傾け、それぞれが 

 信頼関係を築けるように努めた。 

・受け入れ時に気さくになりすぎてしまう 

 事もあるので気を付けたい。 

環境整備 
共同、共有場所の整理整頓 

園の清掃など 
 ６ ２  

・手の空いた時などに積極的に園内清掃を 

 行えるよう心掛けた。 

・片付けを忘れてしまう事があるため、 

 今後は気を付けていきたい。 

園行事 
園行事の計画立案と実施 

行事の連携協力など 
１ ６ １  

・昨年度の反省をもとに計画をたて、楽し 

 むことができた。 

・職員間の連携もとれていて、準備も 

 スムーズに行うことができた。 

【今後の業務上の課題】 ※一部抜粋 

 何を どのように 

職員集団の中での 

目標 

・一緒に活動を行う保育士と同じ認識をもち 

 スムーズに保育ができるようにする。 

・保護者が通園して良かったと思える、 

 安心安全な保育園作りをする。 

・自分から積極的に声をかけ、職員間の 

 コミュニケーションをとるようにする。 

・日々の保育の中で怪我のないように声を 

 掛け合い、子どもの姿を発信していく。 

自分が目標に 

すること 

・発達段階について詳しく勉強し、より良い 

 援助ができるようにする。 

・書物で学んだり職員間で話し合い、 

 考察、実践する。 



 


